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<発表テーマ>「将来の情報セキュリティ人材」になることを目指して 

京都府立京都すばる高等学校 情報科学科３年 神木 賢嗣 

亀井 宜義 

１．事業の概要 

（１）研究開発課題名 
産官学連携による情報セキュリティ人材育成～幅広い教養と豊かな情操を基盤にして、高い情

報技術・倫理観を持ち、サイバー空間を「自由、公正かつ安全」に創出及び発展させる人材育成

プログラムの開発～ 
（２）研究のねらい 
近年のサイバー空間を取り巻く環境の急速な変化や深刻化するリスクを受けて、「将来の情報セ

キュリティ人材」の育成・確保が国にとって急務である。このような状況のもと、将来、サイバ

ー犯罪捜査官、企業情報管理担当者、ホワイトハッカー等、情報セキュリティ分野で活躍するこ

とができる高い情報技術と倫理観を持った人材を発掘・育成する。 
（３）研究の目的 
①高い情報技術・倫理観を持った将来の情報セキュリティ人材の育成 
②課題解決に積極的に取り組み、その成果をもって社会貢献できる人材の育成 
③主体的・自発的に学習に取り組む態度の育成

④新しい学びや実績の積極的広報及び全国専門学科「情報」設置校への研究成果の普及 

２．具体的・特徴的な実践内容 

（１）情報モラル・倫理観の向上 

①（独）情報処理推進機構（IPA）講演会受講(2016.7.12)

科目「情報産業と社会（１年生２単位）」において、「インターネットは善か悪か？ケータ

イ・スマホにまつわるトラブル」と題し、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）普及グルー

プ主幹 石田淳一氏に御講演いただきました。それによって、インターネットを介したコミ

ュニケーションにおいての倫理観について学ぶことができました。 

②情報セキュリティワークショップ「一緒に未来を考えよう！京都すばる高校が提案する、情

報モラル・セキュリティ教材」（2017.1.19） 

科目「情報産業と社会（１年生２単位）」において、情報科学

科１～３年生全員が、小学生向けの情報モラル・セキュリティ

教材を考えるというテーマでワークショップを行い、アイデア

を発表しました。小学生でもわかりやすい教材を考えることで、

情報モラル・セキュリティに興味関心を持つことができました。 

（２）情報技術力の向上 
【ワークショップの風景】 

①サイバーセキュリティトレーニング、情報セキュリティ競技会（2018.2.6）

科目「情報システム実習（２年生４単位）」において、情報科学科２年生全員がチームに分

かれ、情報全般に関する様々なジャンルの様々な難易度の問題に挑戦しチームとしての総得

点を競いました。これによって、問題発見力、問題解決力を身に付けることができました。
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この科目は今年度の２年生から学校設定科目「サイバー空間と法（４単位）」となりました。 

②プログラミング競技会（2018.12.12 実施予定）

学校設定科目「アプリ開発（３年生３単位）」において、プログラミング能力向上のため

Java 言語の学習をしています。昨年度は、成果発表として情報科学科の生徒 10 名が課外活

動として全国産業教育フェア秋田大会全国高校生 AIプログラミングコンテストに参加し、司

会・運営もしました。競い合うことで、自分の悪かった点や、相手の良かった点を発見する

ことができ、さらなる技術の向上につながりました。今年度は校内で他の高校３校と情報科

学科３年生全員が連携をして競技会を行う予定です。この科目は今年度から２年生において

４単位の学習となりました。 

（３）主体性、課題解決力、社会貢献力等の向上 

○「課題研究（３年生５単位）」の深化（５つのラボに分かれた研究）

ア）情報科学・ラボ：情報と科学を融合した研究をしています。

イ）サイバーセキュリティ・ラボ：情報セキュリティの知識・技術

をさらに深めた研究をしています。 

ウ）プログラミング・ラボ：今年度は次の３つに分かれています。

・Sim 研究：岩手県立大学ソフトフェア情報学部、山形県立酒田

光陵高校と連携し、シミュレータを利用し人流シミュレーショ

ンを研究しています。 

・iOSアプリ研究：iOS用アプリを Swift で開発しています。 

・VR 研究：VR とモーションキャプチャの技術を活用したアプ

リ開発をしています。 

エ）情報メディア・ラボ：ポスター制作等をとおして情報モラル・

セキュリティを研究しています。 

オ）コミュニケーション・ラボ：今年度は次の３つに分かれていま

す。 

・プログラミング指導研究：初心者向けプログラミング教育の教

材開発と指導法を研究しています。 

・啓蒙活動：小学生向け情報モラル講座の教材開発と指導方法を

研究しています。 

・グローバル研究：台湾と日本の情報社会の比較等を研究してい

ます。 

この科目は来年度３年生から学校設定科目「スーパープロフェッシ 

ョナル・ラボ（５単位）」となります。 

３．成果と改善の方向性 

【ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ・ﾗﾎﾞの実習風景】 

【山形県立酒田光陵高校とWeb 会議】 

【高校生ｻｲﾊﾞｰ防犯ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ認定】 

【台湾研修の集合写真】 

（１）成果：私たちの２年生４月と３年生９月の「到達度マップ」を比較すると全体的に大きく資

質能力が向上しています。特にレベル４、レベル５の人数が多い項目は、「倫理観」、「職業

観・進路意識」、「チームビルディング力」です。これは、SPHでの取組の成果だと思います。

まず、「倫理観」は、これまでの授業で常日頃から倫理観の大切さを教えられたことで向上

しました。「職業観・進路意識」は、３年生になり将来のことについて考える機会が多くな

ったからだと考えます。「チームビルディング力」については、いろいろな場面でチームを

作り取り組むことが多かったからだと思います。 

（２）改善の方向性：３年生９月の「到達度マップ」の項目で「情報セキュリティに関する知識・

技術」は２年生４月と比べ一番伸び率は高いですが、レベル４、レベル５の人数が他の項目

と比べて一番少なくなっています。これは、学べば学ぶほど難しく感じるということが原因

です。しかし、情報セキュリティ人材となるためには、さらに、活用をとおして知識を定着

させることが必要だと感じました。そして強い倫理観も必要だと痛感しました。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/subaru-hs/mt/school_life/images/02Sim%E7%A0%94%E7%A9%B6.jpeg
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We are Aerospace Technologists ! 

岐阜県立岐阜工業高等学校 機械科３年 角田 海斗 小寺 葵 島部 竜人 

１．事業の概要 

県内産業構造が、全国と比較しても製造業の割合が高い岐阜県において、岐阜工業高校は県内工

業高校の牽引役を担っています。県内の産業はそのどれもが高度な技術を有し、工業高校の生徒の

活躍に多くの期待を寄せています。その期待に応えるべく、私たちの学校は、航空宇宙、IoT、イノ

ベーションの各分野で次世代型テクノロジスト※1育成に取り組んできました。 

各種企業の講習、インターンシップ、各種学校や企業との連携を経験し、授業では自ら考え、仲

間と協調することで、より深い学びを行うことができました。この結果、多くの仲間が地元の企業

に内定し、次世代型テクノロジスト第 1期生として、来春から活躍することとなったのです。 

※1 テクノロジスト…かつてドラッカーは、知識に裏付けされた技能を使いこなす人材をテクノロジストと呼んだが、本校では、

高度な知識と技術・技能をあわせもった、実践的工業人と捉えている。 

２．具体的・特徴的な実践内容 

（１）航空宇宙産業テクノロジスト育成 

中部地方は航空宇宙産業の集積地です。そのため、本校では、  

機体や部品の製造、整備など幅広い業態に向けたテクノロジスト 

を育成してきました。航空機部品製造及び組立ては、平成 29 年度 

から「機械実習」で学習し、それぞれの要素技術が身に付きまし 

た。 

例えば、飛行機製造工程実習では、①3DCAD による翼設計→②  

3DCAD データを利用し、CAMによる切削シミュレーション→③翼面  

部品加工→④リベット打ち(組立て)→⑤研磨・塗装といった一連 

の工程で、総合的に理解を深め、技能を習得することができまし 

た。 

「課題研究」では、これらで作成した機体翼の強度試験を経て、  

3DCAD による応力分 析や、再設計を行うなどの学びを基に、  

専門的な知識、技術など深化・総合化することができました。 

これらの実習は本校の先生のみでなく、講師として企業からお   

越しいただいた熟練技能者の方からも、多くを学ぶことができ、 

高い評価をいただくことができました。評価項目の一部と達成度  

を次に示します。 

評 価 項 目 ２年次 ３年次 

航空機の構造を理解し、部品や素材との関係性が説明できる。 61％ 97％ 

高精度加工の必要性を理解し、鉛直穴あけや図面公 内での加工が完遂で

きる。 
45％ 86％ 

製品に対する強度などの評価ができ、正しく分析し、再設計に反映できる。 ８％ 91％ 

これらの授業ではルーブリックが示され、自分自身にどのような力が身に付いたのかがよく

分かりました。これにより、２年次から３年次では、不足している力を集中的にトレーニング

することで、講師の方からも良い評価が受けられたのだと思います。 

（２）情報通信産業（IoT）テクノロジスト育成 

IoT は現代を支えるライフラインといってもよく、あらゆるデー 

タがインターネットを通じて活用されています。本校ではクラウド 

を活用したアプリケーション開発を学ぶことができました。 

成果が著しかったのは弱視者用アプリ開発で、企画、設計、開発、 

テストのすべての行程に参加し、現在は誰もが無料で開発したアプ 

リを利用することができるように公開しています。この開発に当た 
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っては、岐阜県立岐阜盲学校の協力を得ることができ、生徒の 

皆さんに使用してもらい、使用感などの意見を改善へと繋げて 

いきました。完成し、感謝の言葉をいただい時には、たいへん  

感動しました。 

感情認識ロボットのアプリ開発では、医療・ヘルスケアの分 

野で役立つことを目標に、住宅照明や家電製品の制御をロボッ 
トを通して行えるように開発しています。例えば音声認識機能 
やタッチパネル機能により、IoT 化した機器を制御することを 
想定しています。この開発は介護施設等の監修により行ってい 
ます。 

1年

1年 実習

2年 実習

「実習」や「工業技術基礎」では、編成したグループに同じ  
3年 実習

先生が年間を通じて担当していただける My Teacher 制により、  

私たちの能力を的確に把握した上で御指導いただき、より理解 

度を向上することができました。 

（３）社会に変化をもたらすイノベーションの推進 

それぞれの知識や技術を出し合って新たな問題を解決する

ことにより、革新的(イノベーション)な人材となることを目指

して、様々な学校と協働して、自分の専門分野以外の問題解決

を図っています。 

中でもプロジェクションマッピングやレーザーカッターを

利用した、新世代ファッションショーの運営は岐阜県立大垣桜

高等学校との共同プロジェクトによって成功を修めました。 

過去 2 年間に渡ったこのプロジェクトでは、学校は違っても、

目標を共有して同じ内容を学習でき、それらを基にファッショ

ンデザインやレーザーカットが行われ、未踏分野に様々な提案

をすることができました。さらに、イノベーションには欠かせ

ないグループワークにおいても、運営力が向上し、イノベーシ

ョン人材としての資質を身に付けることができました。 

３．成果と改善の方向性 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

MyTeacher実習 通常パート実習 全員実習

生徒自 評価 

（１）学びの成果 ※（前は H28年度 後ろは H29年度）内は各年次における達成率の割合    

・航空機の基礎を理解し、航空機製造に  

関する材料の加工、組立て、試験方法 

などに関する技術を身に付けることが 

できた。（79％→91％） 

・航空宇宙産業への内定が増加した。  

・ソフト及びハードウェアを用いて IoT を活用し、携帯端末のアプリケーションが開発でき、

さらに、他者からの評価を基に品質改善に取り組める(65％→92％) 

・異分野のテクノロジストと協働し、新たに生じた問題解決を図るための能力開発が自らでき 

る。（65％→89％） 

（２）改善の方向性 ※生徒アンケートより抜粋 

・平成 31年に開所する「ものづくり教育プラザ 2 号館」を利用し、より高度な知識や技術・技 

能を身に付けたい。 

・各種アプリのフィールドテストをより多く実施し、アプリのブラッシュアップを行いたい。 

・異分野との連携を継続して行きたい。 

多学科の活動集合体「岐阜工業テクノ LAB」では現在岐阜工業高校 100 周年に向けて有人航

空機製作プロジェクトを推進しており、これまでの研究を継続して行きます。 

工業技術基礎

県内航空宇宙産業関連企業の求人数に対する就職内定者数の割合

卒業年度 岐阜工業高校生 県内工業高校生 備考 

H27年度 42.5％ 44.4％ SPH指定前 

H28年度 50.0％ 41.1％ SPH指定 1年目 

H29年度 56.7％ 54.7％ SPH指定 2年目 
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グローバル社会を担う次世代のスペシャリストを目指して 

（日本一の海事都市今治を担う地学地就による人材育成） 

愛媛県立今治工業高等学校 機械造船科３年 白川 光志・村上 竜斗 

１．事業の概要 

愛媛県今治地域は、日本最大の海事都市であり、世界水準の高度な技術力をもつ地元造船会社等

で活躍できる人材の育成が求められています。また、日本は島国であり、輸出入による物流の 99.6％

を船舶が担っています。そこで本校では、地元で学んだ生徒が地元で就職し、地域経済の発展に寄

与するいわゆる「地学地就」をキーワードに、「船づくりをモデルケースとした地学地就による次

世代スペシャリスト育成プロジェクト」に取り組みました。事業年次ごとにテーマを設定し、地元

造船会社や舶用工業等と連携した船舶に関する確かな知識・実践的な技能を身に付ける取組、大学

や研究機関等と連携した高度な技術を身に付ける取組を実施しました。 

年次 事業年次ごとのテーマ 

《１年次》 グローバル社会を担う海事産業への夢を抱き、専門分野の基礎・基本を身に付ける 

《２年次》 船舶産業分野の仕事への理解を深め、確かな知識・実践的な技能を身に付ける 

《３年次》 船舶工学の最新技術にアプローチし、専門分野の高度な技術を身に付ける 

２．具体的・特徴的な実践内容 

(1) 《１年次の取組》［主テーマ］グローバル社会を担う海事産業への夢を抱く 

ア 造船所見学・船の進水式探究

(ｱ) ねらい：船のスケールを実感し､グローバル社会での役割を理解する 

(ｲ) 取 組：タンカーの構造説明・船台での進水式の見学  

(ｳ) 学 び：この取組を通して地域への関心が高まり､企業の方からは、

「生まれ育った場所で活躍できる仕組みづくりこそ地方創生｡地域 

が協力して次の世代を育てていかなくてはならない。」という意見 

をいただきました。これまでに見た光景の中で最も興奮し、地元で船づくりに携わりたい

と思いました。また、グローバル社会を担っている船の役割の大きさを実感しました。 

イ 造船技術探究フィールドワークⅠ

(ｱ) ねらい：造船会社等の見学を通して地域産業への理解を深める 

(ｲ) 取 組：地元造船会社等におけるフィールドワーク 

(ｳ) 学 び：自分の住む地域に、これだけの産業があることを誇りに 

思いました。また、造船会社の広さに驚き､今治地域の造船業の素 

晴らしさを学ぶことができました。 

ウ グローバル社会を担うためのグループワークⅠ

(ｱ) ねらい：船舶産業がグローバル社会で果たす役割を理解する 

(ｲ) 取 組：グループワーク｢グローバル社会と日本の産業｣ 

(ｳ) 学 び：講師の方から「積極的にコミュニケーションを取る気持 

ちが最も大切｡」「日本人とは異なり､外国人には､はっきり意見を言 

わないと伝わらない。」等､経験を踏まえ､助言していただきました。

物流の 99.6％を船が担っていることから、船の必要性を強く感じ、英語やコミュニケーシ

ョンの大切さも学びました｡将来は､海外の方々と交流し､文化の違いを学びたいです｡ 

(2) 《２年次の取組》［主テーマ］船舶産業分野の仕事への理解の深化 

ア 卒業生等とのディスカッションⅡ 

(ｱ) ねらい：職業人としての意識を学ぶ･地域産業への理解を深める 

(ｲ) 取 組：ディスカッション「地域産業への理解の深化」 

(ｳ) 学 び：地域の産業を紹介していただくとともに、｢指示待ち人間 

ではダメ｡自分で考え率先して動くとよい｡｣等､仕事の進め方に関 

する助言や､人との繋がりの大切さ､仕事のやりがい等を教えていただ 

きました。｢仕事をする上で失敗から学ぶことはとても大切」という言葉が心に響きました。 
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イ 海上技術安全研究所体験 

(ｱ) ねらい：世界最高水準の技術に触れ､船舶の技術への関心を高める

(ｲ) 取 組：海上技術安全研究所における施設の見学や体験

400ｍ試験水槽等の見学､操船シミュレータの体験等   

(ｳ) 学 び：水槽等の施設の大きさや高度な技術に驚き、また､安全・ 

安心な船舶を建造する知識や技術などが身に付きました。 

ウ 全長８ｍのダンボール船の制作

(ｱ) ねらい：生徒の主体的･協働的な活動を実践する 

(ｲ) 取 組：実際の船舶の図面に基づいて計画・部材の切り出し 

ブロックの制作・ブロックの搭載 

(ｳ) 学 び：クラスメイトの発案で始まり､作業は大変でしたが､取り 

組む中で充実感を感じ､最後に作品ができたときには達成感を味わ 

うことができました｡また、船舶に関する知識を身に付けることができました。 

(3) 《３年次の取組》［主テーマ］船舶工学の最新技術へのアプローチ 

ア 地元企業の技術者等による「匠の技継承講座」Ⅲ 

(ｱ) ねらい：働く方々の技能の高さを実感し､仕事に対する姿勢を学ぶ

(ｲ) 取 組：ぎょう鉄の「匠の技」実演・生徒の実技指導

(ｳ) 学 び：講師の方から「船の建造で必要な技能であり､技能の継承

が求められている｡」という話がありました。講師の方の実演を 

見てから自分もやってみましたが､全く違っており､とてもすばらしい「技」だと思いました｡ 

イ 造船技術研究プログラムⅢ 

(ｱ) ねらい：船舶の研究への関心を高め､基本的な知識を身に付ける 

(ｲ) 取 組：地元造船会社の研究施設における模型船の抵抗試験 

(ｳ) 学 び：研究所の方々の指導のもと､自分たちで模型船をセット 

して測定を行うことにより、船首バルブの有無で抵抗に大きな違 

いが出たことから、船型の重要性について理解を深めました。 

ウ 造船技術探究フィールドワークⅢ 

(ｱ) ねらい：船舶についての高度な技術への理解を深める 

(ｲ) 取 組：広島大学試験水槽における模型船の抵抗試験･船型の解析

(ｳ) 学 び：学校では学べない船舶の高度な技術について､自分たち

が製作した模型船を用いて深く学べたことがとても嬉しかったです。

船首バルブの少しの変形が抵抗に大きく影響することを学びました。

３．成果と今後の課題 

３年間のＳＰＨ事業の取組により、地元での船づくりに徐々に興味・関心が高まるとともに、船

づくりの技術・技能や、仕事をする上で大切なことについて深く学び、船舶の高度な技術にもしっ

かりアプローチできたと感じています。また、１年生の最初は、学校外の方々から直接指導を受け

たり話をしたりすることに戸惑いがありましたが、実践的な取組を行う中、次第に楽しく活動でき

るようになり、活動を通して将来の目標や夢が明確になってくると、自然とモチベーションが上が

り、学ぶ意欲が高まりました。生徒対象の主なアンケートでの肯定的な回答の割合は、地元就職へ

の興味・関心が 97.2％、学びを通じた新たな知識・技術の習得が 97.8％となっており、アンケー

ト結果にも成果が表れています。これらの成果を普及するため、昨年度、県内の中学生や高校生

1,200 人を対象にＳＰＨ事業の取組を発表しており、今年度も引き続き行う予定となっています。 

協力していただいた地元企業や大学､研究機関等の方々のアンケートでの肯定的な回答の割合は、

企業と学校との連携が 87.5％、ＳＰＨ事業の取組への評価が 100％となっており、今後も取組を継

続してもらいたいという意見を多数いただきました。これまでの取組の中で、地域の方々からの大

きな期待を感じることがありました。機械造船科の造船コースで学んだ私たちの多くは、卒業後、

地元の造船会社に就職します。本当の学びのスタートはこれからであり、現在は、いよいよ本番を

迎える時期が近付いてきた、という気持ちです。卒業後も３年間のＳＰＨ事業で学んだことを生か

し、次世代のスペシャリストとして地域の産業界で活躍できるよう精一杯努力します。 
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